
・実施期間(予定) : 2025年4月～2026年8月

・対象国、地域 : ケニア国マチャコス郡アティリバー

・カウンターパート機関 : The Kenya Power and Lighting Company PLC（KPLC)

・案件概要 : 20%を超える高い送配電ロス率に苦しむケニア国において、高効率アモルファス鋼板
「MaDC-A®」が搭載された高効率変圧器の実証を行う事で、配電時ロスの削減を目指し、
エネルギー効率の改善及び安価で安定的な電力へのアクセス実現を目指す。

提案製品・技術

配電用変圧器の省エネ化と温室効果ガスの低減に世
界最高水準の効果を発揮する株式会社プロテリアルの
アモルファス合金「MaDC-A®」を搭載したアモルファス
配電用変圧器。

対象国送配電分野における開発ニーズ（課題）

◆送配電ロス率が20%を超える高さで近年推移
◆配電用変圧器の故障率が高い
◆需要に対し適切な変圧器が設置されていない
◆変圧器製造において高度技術を扱える人材が乏しい

ケニア国 高効率アモルファス配電用変圧器
普及・実証・ビジネス化事業

豊田通商株式会社(東京都品川区) ・ 株式会社プロテリアル(東京都江東区)

開発ニーズ（課題）へのアプローチ方法（ビジネスモデル）

• KPLCグリッド内への実証機の設置
• IoTデバイスを活用した有効性データの抽出、検証
• 実証データを基にした経済効果算出、変圧器規格

のアップグレードに向けた政策提言
• 実証を通じた現地変圧器メーカーへの技術指導
• 変圧器コア材の現地製造検討

対象国に対し見込まれる成果（開発効果）

• アモルファス配電用変圧器による無負荷損の低減
(省エネ化)

• 定常的な機器モニタリング・予兆保全による変圧器
高寿命化

• 現地変圧器メーカーへの技術指導による高度技術
保有人材の育成

• コア材現地調達化による変圧器製造コストの低減

案件概要

2025年4月現在
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